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ベトナム人I Tエンジニア面談会( 2 0 1 7年1 2月実施)

日 時： 2017年12月

開 催 場 所： FPT ジャパン本社会議室

東京都港区芝公園１丁目７番６号CROSS PLACE 浜松町 会議室５階

候 補 者 人数： 30名程度 ※2018年3月卒業

概 要： 求職者に対する企業説明、および学生との面談会実施

特 徴：・ベトナム国内の一流大学を卒業したITエンジニア
・厳密的な採用工程で選考された人材
・N2レベルの日本語及びビジネスマナー等のソフトスキルを持つ
※約90％のエンジニアが日本語検定試験N2レベル達成

・当プログラムとは資金保証の関係ある為、企業に定着率が高い

今後の開催スケジュール：2018年3月実施(2018年6月卒業)・2018年6月実施(2018年9月卒業)

※日程は、12月11日～20日の期間で、
貴社と候補者のスケジュールを調整し随時実施します。
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※必須スキルに当てはまる
学生を選出いたします。



面談会当日のタイムテーブル

■面談会後のフロー
●面談の結果、次の面接を行いたい候補者を弊社へお伝えいただき、
日程・会場等を調整致します。

●採用決定後は、弊社より各企業と候補者に就労ビザの案内書を提示します。
なお、就労ビザを待機している間、採用企業から直ぐに入社するご要望があれば
就労することができますが、ビザ入手までは最大勤務時間が
28H/週であることにご留意ください。

（注：候補者は就職活動中、同時に他会社にも応募しているため、
面談会数日後に内定が決まったりする場合があります。）

■ご用意いただくもの
●会社紹介資料：PPTでご説明いただく場合は、
面談会の3営業日前までに営業担当へ資料データをお送りください。

●会社案内（パンフレット）：参加人数分をご持参ください。
●その他配布したい資料がございましたら参加人数分をご持参ください。

時間 内容 備考

00：00～00：00 参画企業様受付 開会10分前に受付をお願い致します。

00：00～00：10 開始前 打ち合せ ご挨拶及び進行についてのご説明。

00：10～00：20 会社説明会 候補者全員に向けて10分程の会社紹介をお願い致します。

00：20～00：40 1次選考 グループ面談 ①

●各部屋に約3～5名の学生が着席し、
順次に移動する流れとなります。

●学生はリストとマッチした番号札を付けます。
●参画企業様には社名札をご用意致します。
●1次選考終了後、通過者のみ2次選考をおこないます。

00：40～01：00 1次選考 グループ面談 ②

01：00～01：20 1次選考 グループ面談 ③

01：20～01：40 休憩

01：40～02：00 2次選考 個人面談 ①

02：00～02：20 2次選考 個人面談 ②

02：20～02：40 2次選考 個人面談 ③

02：40～02：50 終了後 打ち合せ
●面談の所感、選考結果を伺います。
（選考結果は後日のご連絡でも構いません。）
●次ステップの確認をおこないます。



■協力会社_FPTソフトウェア概要
ソフトウェア開発アウトソーシング業界において、急成長を遂げるベトナム最大手の会社です。

「１万ブリッジSE育成プログラム」
「日本市場向けのITリソースニーズに応えることを目的とし、3万人の従業員達成という2020年
までの目標に貢献する、2014年末に開始されたベトナムITリソース育成のFPTソフトウェアのト
レーニングプログラムの1つです。本プログラムは、世界におけるベトナム認知度向上を支援する
企業の社会的責任としての取り組みの1つです。

約5,000名は日本で育成 エンジニアは日本で日本語教育を約1年間受ける

約5,000名はベトナムで育成

社名 FPTソフトウェア株式会社

資本金 48.7億円

設立 1999年

本社所在地 ベトナム ハノイ

売上 2億2909万USドル（2016年度）

社員数 10,000名 (2016年12月現在)

国際認証

協力会社概要 及び プログラムの目的



プログラムの流れ
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 インプット(募集対象者)

 教育課程（日本語等）

 アウトプット（成果）

: ベトナム国内大学卒のＩＴ人材
（新卒約50％、経験者約50％)

: ベトナムにて4ヶ月、日本にて1年

: 日本企業で就業可能なレベルのIT人材



日本ベトナム

日本語集中コース

N5～ N4レベル

へ到達

(640時間)

IT専門用語、日常の日本語

ビジネス日本語の教育 (約960時間)

イーランニングツールによるIT知識復習

日本語N2レベル(※)に到達

就職面接及び日本企業で

就業可能なレベルを達成

９ヶ月 ３ヶ月４ヶ月

教育課程

基礎教育 アドバンス教育
アドバンス教育

就職活動支援

※日本語検定試験（JLPT)N2レベルの定義：

日常的な場面で使われる日本語の理解に加え、より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解することができる。
・読む：幅広い話題について書かれた新聞や雑誌の記事・解説、平易な評論など、論旨が明快な文章を読んで文の内容を
理解することができる。 一般的な話題に関する読み物ものを読んで、話の流れや表現意図を理解することができる。

・聞く：日常的な場面に加えて幅広い場面で、自然に近いスピードの、まとまりのある会話やニュースを聞いて、
話の流れや内容、登場人物の関係を理解したり、要旨を把握したりすることができる。



ビジネス
マナー

日本企業文化

日本習慣
日本文化

面接対応
スキル

エンジニア

ソフトスキル教育取組

日本語学校と提携し、エンジニア向けの特別研修コースでビジネスマナー、日本文化、面接対応スキ
ル等を教える。エンジニアにはアルバイトを紹介し 日本での日常生活、慣習を実感・経験させる。

連携日本語学校

メロス言語学院

千駄ヶ谷日本語学校

国書日本語学校
エヴァグリーン・ランゲージ・スクール

青山国際教育学院

長沼スクール

新宿日本語学校

東京中央日本語学院

TIJ東京日本語研修所



育成人材の規模・構成

●プログラム修了者数

・2016年３月：43名

・2016年６月：112名

・2016年９月＆12月：114名

・2017年3月：100名（予定）

卒業時期年4回(3月・6月・9月・12月)
延長期間中：日本語研修継続、就職活動継続、入社日待機
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育成人材の構成

87%

13%

性別

男性 女性

75%

24%

1%

年齢別

22歳～25歳 26歳～30歳 31歳以上

エンジニアはベトナム国内のIT専攻大学からの
卒業生、そのうち工科大学、国家大学、FPT大
学といった一流大学卒は87％を占めている
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ハノイ

ホーチミン

●ベトナム国家大学（ハノイ校）
ベトナム政府直轄の２つの総合大学の一つでベトナムを代表する高等教育機関。
国家重点大学として優秀な学生ならびに研究者を有しているほか、学生交流にも非常に力を
入れており、フランスをはじめ他の協定校との間でダブルディグリーを積極的に導入している。

●FPT大学
ベトナム最大の企業集団である「FPTコーポレーション」が設置した、
ベトナム最高峰のハノイ工科大学と並ぶトップレベルの大学。
日本向けにエリート技術者を育成することを目指し、IT、日本語教育に力を入れている。
2007年の大学創立式典には、野村総合研究所（NRI）、TIS、日立ソフトウェアエンジニアリング、
新日鉄ソリューションズなど、国内大手ITベンダーが列席するなど、多くの日本企業の注目が集まっている。

●ハノイ工科大学
1956年にベトナムで最初の科学技術大学として開学され、以来ベトナムの工業界を担う
エンジニア育成と工学研究を推進する基幹大学として、国の工業化に大きく寄与している。
国際連携にも積極的に取り組んでおり、長岡技術科学大学とのツイニングプログラムの他、
ドイツ、ロシア、フランス、米国、ニュージーランドなどとも同様のプログラムを展開し、
数多くの海外の大学、研究機関、企業と提携しています。

●ベトナム国家大学（ホーチミン市校）
ハノイ校と並んでベトナムを代表する総合大学であり、教育・研究レベルが高く評価されている。
同校は傘下の大学として工科大学、自然科学大学、社会人文科 学大学、国際大学、情報工科大学、
環境資源研究所の他、経済学部、外国語センター、国際教育センター、教育審査・質評価センター、
フランス大学センターに より構成される。

[参考] ベトナム 主要大学



※ご留意点
①ご入社までに本人の都合で辞退があった場合は、全額ご返金いたします。
②貴社都合や、当初提示いただいた募集条件とは異なることによる辞退についてはご返金の対象とはなりません。

■参加費

0円
■紹介手数料

70万円（税別）／1人

※紹介手数料は内定承諾時に申し受けます。


